
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016-2017 

主題 「前に向かって！」  For the future! 

    一緒に進もう仲間とともに。自分のペースではじめてみよう！ 

聖句  狭い門からはいりなさい  マタイによる福音書 ７章 13 節 

メネット事業主任 亀浦 尚子 

2016～2017 年度 西日本区メネット事業通信 NO.2 8 月 27 日 

残暑お見舞い申し上げます。 

 西日本区ワイズメン・メネットの皆さま猛暑が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？ 

熊本の地震もとうとう 2000 回を超えました。昨年 1 年間に全国で起こった地震の回数を超えたそうです。

復興の方はまだまだ沢山の問題を抱えています。熊本 YMCA と繫がりのある熊本地震震源地、益城町・御

船町は仮設住宅への引っ越しが増え、ほんの少しですが、落ち着いた生活に向かいはじめています。暑い中

ボランティアの皆さまの支援も続いており、本当に感謝いたします。 

事業通信 2 号では、今期の国際プロジェクトの発表と 7 月 23 日に行いましたメネット主査研修会の報告

をさせて頂きます。 

 各部に於かれましても、部会の準備に忙しくお過ごしの事と思います。どうぞ猛暑の折ご自愛下さいませ。 

 

2016-2017 メネット国際プロジェクト 

今期の国際メネット事業は 4 つあります。 

① ブラジル サンパウロ技術習得による教育プロジェクト 

この事業は 2014 年から 2017 年の継続事業で、すでに素晴らしい結果が出ています。 

ブラジルでは特権階級しか手に入らないコンピューターの教室を開催するなどの教育プロジェクト

です。その出席率は 85％です。 

子供たちの不平等感を払拭し、労働市場への参入にも貢献しています。 

② インド カッケンチャル、未亡人や貧しい女性のための地域リハビリテーションプロジェクト 

この事業も 2014 年から 2017 年の継続事業です。 

女性が自立するための支援プロジェクトです。職業訓錬や指導は季節的なものです。夏には主に農業

に従事できるようにバナナや野菜の種を提供します。作物を育て日常生活に必要なお金を稼ぐことが

できます。またモンスーンの季節には室内で裁縫などができるようにミシンも提供されています。裁

縫した洋服を売ったりして自立へ向けての支援をしています。 

③ シェオラレオネの戦争被災児の教育 

④ イタリア.シデルノの「早く学び、賢くなろう」 

③④の事業は 2016-2018 年の新たな継続事業です。詳細については、国際より報告がありましたらお

知らせいたします。 

  



メネット事業主査研修会・懇談会報告 

 

＜日時＞  2016 年 7 月 23 日（土）12：00～15：00 

＜場所＞  “えすぺらんさ” 見学・昼食 

       日本福音ルーテル箱崎教会にて主査研修会・懇親会 

＜出席者＞ 亀浦尚子メネット主任、岩本晴美書記、水元留美会計、郷戸正光中部主査、

西村博京都部主査、澄川菊代中西部主査、斉藤明子六甲部主査      

鬼木のぞみ瀬戸山陰部主査、津川圭子西中国部主査、平山美保九州部主査 

＜オブザーバー＞ 岩本悟西日本区理事、亀浦正行西日本区書記、 

小田哲也えすぺらんさ代表 

          西村寛子メネット、大澤玲子メネット、菅美代子メネット、 

大浦京子メネット、草場みちこメネット、中村順子メネット 

津川利博ワイズ、大浦敬規ワイズ、草場修二ワイズ 

                         以上（22 名） 

 

『百聞は一見に如かず！』と言いますが、メネット事業の理解を深めるために、福岡の

箱崎自由学舎“えすぺらんさ”にお越しいただき、メネット主査研修会を開催しました。

昔、九大の下宿だったレトロな学舎とフリースペースの２棟を小田哲也代表の案内で見学

した後、福岡名物“辛子明太子”とお弁当を美味しく頂きました。 

午後 1 時から近くの日本福音ルーテル箱崎教会に会場を移し、日本の不登校の現状や“え

すぺらんさ”での学習内容について、小田哲也代表にお話を聞きました。勉強だけでは得

られない自主性を重んじる教育、野外での体験学習など、様々な経験を通して子どもたち

は日々成長しているようです。国内プロジェクトとして福岡 YMCA と“えすぺらんさ”と

協働で計画している、子どもたちの自立に向けたプログラム えすぺらんさスタディープログ

ラム in 沖縄 を発表しました。修学旅行に一度も行ったことのない子どもたちが、自分たち

で考え「ここなら行ける！？プログラム」と・・・ゆっくり、ゆっくり計画し進めています。 

各部の主査の方から今期のプログラムを通して、身近にある子どもたちの問題や YMCA

フリースクールに目を向け、支援を検討したいと伺うこともでき、うれしく思いました。 

また、“えすぺらんさ”環境整備のため、メネット献金とメネット事業ファンドのご協力

もお願いいたしました。“備えあれば憂いなし”をテーマとしたメネットファンド、熊本の

“ふりかけ”と“太平燕（タイピンエン）”は好評でした。障がい者の方の手作り“ウサギ

のブローチ”も可愛くて大人気でした。 

主査研修会を福岡でするにあたり、福岡中央クラブの草場メン・メネット、大浦メン・

メネットには車での送迎、お弁当・お茶の手配をして頂きました。たくさんの方々のご協

力のもと主査研修会を開催出来ました事に感謝申しあげます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

えすぺらんさ見学風景 日本福音館ルーテル箱崎教会にて主査研修会開催 

「百聞は一見に如かず！」 

沖縄修学旅行計画中 

Study program in 沖縄 

メネット事業ファンド 備えあれば憂いなし！！ 

熊本のふりかけ・タイピーエン 

藍染小物（障がい者施設明和学園） 

 

たくさんお買い上げくださいます様、お願い

いたします！ 

熊本ジェーンスクラブ 

 キックオフ例会 

ご夫婦で入会式ご出席 第 1 号 

橋本 亮ワイズ 佳奈メネット 

 

祝 


